
番
号
、生
年
月
日
、簡
単
な
自
己
紹
介
と「
環

境
問
題
に
つ
い
て
あ
な
た
が
考
え
る
こ
と
」

が
テ
ー
マ
の
作
文
を
400
字
程
度
に
ま
と
め

て
郵
送
で
〒
574
ー

8
5
5
5
環
境
課
☎
870
・

4
0
1
4

寺
子
屋「
の
ざ
き
塾
」生
徒

（
6
月
新
規
開
校
）

平
日
午
後
4
時
30
分
〜
8
時
30
分
・
土
曜

日
午
後
2
時
〜
5
時
（
祝
日
休
み
）　

野

崎
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
　

一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
個
別
指
導
＋
自
立
学
習
支
援
型
授

業
（
1
コ
マ
50
分
授
業
）　

小
・
中
学
生

●
教
科
＝
小
学
生
：
国
語
・
算
数
・
英
語
、中

学
生
：
国
語
・
数
学
・
英
語
・
理
科
・
社
会
（
理

科
・
社
会
は
夏
ご
ろ
実
施
予
定
）　

11
コ
マ

6
4
8
0
円
　

き
ょ
う
だ
い
割
引
、ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
指
導
料
金
減
免
制
度
あ
り

野
崎
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
879
・
1
5

5
1

言
語
研
究
会
会
員

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
の
あ
る
障

害
者
・
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
情
報
交
換
・
体

操
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
一
度
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
事
前
連
絡
要
）。

毎
月
第
1
木
曜
日
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

（
行
事
日
は
時
間
帯
が
異
な
り
ま
す
）　

総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
課
☎
875
・
2
6
6
1

大
東
市
民
文
化
祭
に

出
演
・
出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
10
月
31
日
㈮
〜
11
月
3
日
㈷
に
総
合
文
化

な
み
は
や
ド
ー
ム
プ
ー
ル
の

利
用
料
金
の
補
助

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
市
民
会
館

5
階
）ま
た
は
文
化
ホ
ー
ル（
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
2
階
）
で
入
場
引
換
券
を
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。ま
た
、初
回
購
入
時
に
登
録
を
し
ま

す
の
で
、ご
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の（
運
転

免
許
証
な
ど
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
　

大
人
400
円

（
通
常
830
円
）、小
人（
4
歳
〜
中
学
生
）
200
円

（
通
常
420
円
）　

入
場
引
換
券
の
払
い
戻
し

は
で
き
ま
せ
ん
。平
成
26
年
度
中
に
購
入
し

た
入
場
引
換
券
は
、平
成
27
年
3
月
31
日
ま

で
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
870
・
9
1
0
6

　

870
・
9
6
8
7

大
東
市
環
境
審
議
会
委
員

　
市
で
は
、よ
り
良
い
環
境
を
守
り
、育
て
、

将
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、環
境
に

関
す
る
基
本
的
事
項
の
調
査
審
議
を
す
る
大

東
市
環
境
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。毎

年
の
環
境
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
管
理
な
ど

が
主
な
案
件
で
す
。構
成
メ
ン
バ
ー
は
、学
識

経
験
者
、事
業
者
な
ど
幅
広
い
層
か
ら
選
任

し
、広
く
意
見
を
求
め
る
た
め
、市
民
公
募
委

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
任
期
＝
8
月
1
日
〜
平
成
28
年
7
月
31
日

18
歳
以
上
の
市
民
　

3
人

　
●
選
考
方

法
＝
応
募
書
類
を
基
に
書
類
審
査

6
月
2
日
〜
20
日
に
住
所
、氏
名
、電
話
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古
堤
街
道
を
往
く
⑪

「
赤
井
と
氷
野

　
〜
往
古
の
水
上
交
通
の
拠
点
〜
」

第48話

昭和 38 年頃の氷野の渕
（現・氷野ポンプ場付近）

　
前
回
紹
介
し
た
「
樋
門
建
設
記
念
碑
」か

ら
東
へ
200
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
、右
手
に

老
人
ホ
ー
ム
が
、左
手
に
水
路
の
跡
が
見
え

て
き
ま
す
。こ
の
辺
り
は
太
子
田
地
区
と
赤

井
地
区
の
境
界
に
あ
た
り
、か
つ
て
は
切き
れ
ま
え前

と
い
う
小こ
あ
ざ字

名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
切
前
」と
い
う
地
名
は
、江
戸
時
代
に
付

近
の
堤
が
切
れ
て
水
害
が
発
生
し
た
こ
と
に

由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。明
治
21
年

（
1
8
8
8
）に
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
と
、

こ
の
地
に
大
東
市
の
前
身
で
あ
る
南
郷
村
の

役
場
が
置
か
れ
ま
し
た
。役
場
が
あ
っ
た
場

所
は
、先
ほ
ど
の
老
人
ホ
ー
ム
の
立
っ
て
い

る
辺
り
で
し
た
。明
治
23
〜
37
年
に
は
、役
場

の
隣
に
南
郷
尋
常
小
学
校
（
現
在
の
南
郷
小

学
校
）の
校
舎
も
置
か
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、こ
こ
か
ら
は
赤
井
地
区
に
入
り
ま

す
。赤
井
は
、江
戸
時
代
前
期
の
万
治
元
年

（
1
6
5
8
）に
赤
井
村
が
成
立
す
る
ま
で
氷

野
村
の
一
部
で
し
た
。南
北
に
接
す
る
赤
井

と
氷
野
は
、か
つ
て
「
赤
江
」と
い
う
地
名
で

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
前
期
に
編
ま
れ
た
「
類る
い
じ
ゅ
う聚

国こ
く
し史

」に
よ
る
と
、赤
江
は
御み
く
り
や厨

と
い
わ
れ

る
皇
室
領
に
属
し
、地
元
で
獲
れ
た
魚
貝
類

な
ど
を
献
上
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、室
町

時
代
に
摂
津
・
河
内
地
域
に
拠
点
を
置
い
て

い
た
土
豪
・
水み
ず
は
や走

氏
の
記
録
に
は
、「
氷ひ

の野
河か
わ

浮う
き
つ津

」と
い
う
船
着
場
の
名
前
が
登
場
す
る

こ
と
か
ら
、赤
井
や
氷
野
の
辺
り
が
、当
時
大

東
市
域
に
広
が
っ
て
い
た
深ふ
こ
の野

池い
け

の
水
上
交

通
の
拠
点
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
赤
井
と
氷
野
に
は
、18
世
紀
初
め
に
深
野

池
が
新
田
開
発
さ
れ
た
後
も
渕ふ
ち

が
残
っ
て
お

り
、昭
和
48
年
（
1
9
7
3
）に
渕
が
埋
め
立

て
ら
れ
る
ま
で
寝
屋
川
と
の
間
を
小
舟
が
行

き
交
う
水
郷
地
域
で
し
た
。

　
赤
井
地
区
に
入
る
と
、古
堤
街
道
は
道
幅

が
次
第
に
狭
く
な
り
左
右
に
蛇
行
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。東
に
400
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く

と
、北
野
神
社
と
泉
勝
寺
が
見
え
て
き
ま
す
。

次
回
は
こ
の
2
つ
の
寺
社
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　  （
生
涯
学
習
課
）
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